
    教育委員会の目標（平成２０年度）自己評価書 

 
教育次長 神保 弘之         

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ こども課 

（１） 酒々井小学校児童クラブを開設します。 

 

 

 

（２） 酒々井小学校屋内運動場建設を中心として、老朽化した学校施設を計

画的に整備します。 

 

 

 

（３） 子育て支援の充実に向けて制度の見直しの検討を行っていきます。 

 

 

２ 学校教育課 

（１） 児童・生徒の安全確保に最大限努力をしていきます。 

 

（２） 教育内容を充実させるための方策を常に検討し、対応に努めます。 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

４ 

 

 

 

 

２０年１０月から開設し、運営が始まりましたが定員５０

人に対して応募者は半分弱であり、今後も PR をしながら

増員を図る必要があります。 

 

酒々井小屋内運動場建設については、２１年度中の完成を

目指して既に関連工事を進めています。 また、耐震性の

低い建物については、２１年度から３カ年で耐震補強を行

う計画となりました。 

 

乳幼児医療費助成制度の見直しや保育園における受け入

れ体制の拡大等を検討し、実行した。 

 

 

年間を通じて登下校時における軽度の自転車事故が一件

生じています。 対策としてミラーを設置しました。 

昨年度に引き続き、非常勤嘱託員の活用。 

教職員の特色ある教育活動支援事業のスタート。 

教育委員による学期毎の授業参観の実施。 

 

達成度 
５ 目標を完全に達成した。  
４ 目標を概ね達成した。 
３ 目標を一部達成した。 
２ 目標をほとんど達成できなかった。 
１ 目標をまったく達成できなかった。 
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３ 社会教育課 

（１） 住民の健康と体力づくり推進のため、各種スポーツレクリエーショ

ン事業を積極的に行います。 

（２） 史跡本佐倉城跡調査整備について実施計画に基づき行います。 

 

４ 中央公民館 

（１） 生涯学習の拠点施設として、住民の学習機会の充実・学習活動の支

援を図ります。 

 

５ 学校給食センター 

（１） 食の安全を優先しながら給食の充実に努めます。 

 

 

（２） 地元農産物や加工品を積極的に取り入れます。 

 

 

６ プリミエール酒々井 

（１） 利用者のニーズに添う管理運営に努めていきます。 

 

 

 

 （２）平日の利用を促進するための方策を検討していきます。 

 

 

７ チャレンジ目標 

 （１）教育委員会の行政について執行状況の点検・評価 

 

 

  ３ 

 

  ４ 

 

 

  ４ 

 

 

 

  ５ 

 

 

  ４ 

 

 

  

  ３ 

 

 

 

  ３ 

 

 

   

  ５ 

 

 

各種事業を予定通り実施し、それなりの参加者もありまし

たが更なる成果を求めて検討と工夫が必要であります。 

予定通りの調査及び整備工事を行いました。 

 

 

学習活動は実施されましたが内容については、講座により

検討の余地があります。 

 

 

２０年度は食の安全性や偽装が大きな問題として社会問

題となりましたが当センターでは、十分に安全性を確保す

ることができました。 

取り入れる方向で進めていますが生産団体の規模が小さ

いため、全体の割合としては少ない点が課題であります。 

 

 

大規模なオーバーホール等に対して十分な処置ができな

かった。 図書館においても利用者からのリクエストや情

報提供で満足してもらえない点もあったと思います。  

財政的問題が絡むと思います。  

朝の開館時間を早めたり、週一回開館時間を遅くする等試

験的に実施したが利用の増加にはつながらなかった。 

 

 

予定通り、点検・評価を行いその結果の報告書を三月の 
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（２） 児童・生徒の安全・安心を最優先に考え、対応していきます。 

 

（３） 教育施設の利用等については、多方面からの意見を聞き、柔軟に対応 

していきます。 

 

 

 

 

 

 

  ４ 

 

  ３ 

定例議会に提出し、公表しました。   

地域の人たちの協力等もあり、大きな事件や事故は発生し

なかった。 

プりミエール図書館の開館時間の変更、保育園０歳児用教

室の増設による受け入れ開始や小学校の教室を利用して

の放課後児童クラブの開設等施設の有効活用を図った。 
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